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◎ シミュレーション作成に当たって（各地区に共通する前提条件） 

 

 １ 学校規模の標準 

     基本方針に定める「学校規模の標準」は次のとおりであり、重点校及び拠

点校はこの「学校規模の標準」を可能な限り維持する。 
   基本となる学校規模 ・・・ １学年当たり４学級以上 
   重点校の学校規模  ・・・ １学年当たり６学級以上 
   拠点校の学校規模  ・・・ 一つの専門学科で１学年当たり４学級以上 
  
 ２  地域校への対応 

    基本方針に定める地域校の方向性に基づき、以下のとおりとする。 
 ２学級規模の地域校については、入学者数が４０人以下の状態が２年間継

続した場合、原則として１学級規模とします。 
 

 １学級規模の地域校については、募集人員に対する入学者数の割合が２年

間継続して２分の１未満となった場合、募集停止等に向けて当該高校の所在

する市町村等と協議します。 
 
 ３ １学級の定員 

     １学級の定員は４０名（農業高校、工業高校、水産高校、１学年当たり２

学級及び３学級の普通高校は３５名、表現科は３０名）とする。 
 
 ４ 実施計画期間内の学級減の目安 

     学級減を実施する場合、学校運営への影響を考慮し、第１期、第２期それ

ぞれの実施計画期間内に減ずる学級数は１学級までを基本とする。 

資料３ 
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１ 東青地区 

（東青意見１）全ての学校を残す 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

青森 青森 青森
７学級 ○学級 ○学級

青森工業 青森工業 青森工業
７学級 ○学級 ○学級

青森商業 青森商業 青森商業

６学級 ○学級 ○学級

青森西 青森西 青森西
６学級 ○学級 ○学級

青森東 △７学級 青森東 △５学級 青森東
７学級 → ○学級 → ○学級

青森北 青森北 青森北
６学級 ○学級 ○学級

青森南 青森南 青森南
６学級 ○学級 ○学級

青森中央 青森中央 青森中央
５学級 ○学級 ○学級

浪岡 浪岡 浪岡
２学級 ○学級 ○学級

平内校舎 平内校舎 平内校舎
１学級 １学級 １学級

△７学級 △５学級

小計 ５３学級 → ４６学級 → ４１学級

今別校舎 今別校舎 今別校舎
１学級 １学級 １学級

△７学級 △５学級

合計 ５４学級 → ４７学級 → ４２学級

※１

重点校　青森高校
拠点校　青森工業高校、青森商業高校
地域校　青森北高校今別校舎

※２ 　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

　重点校等の試案で示した東青地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

地域校

拠点校

重点校

連携校

第３次実施計画
第１期実施計画 第２期実施計画

青森県立高等学校教育改革推進計画
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２ 西北地区 

（西北意見１）全ての学校を残す 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

五所川原 五所川原 五所川原
５学級 ５学級 ５学級

五所川原農林 五所川原農林 五所川原農林
４学級 ４学級 ４学級

五所川原工業 △１学級 五所川原工業 △１学級 五所川原工業
４学級 → ３学級 → ２学級

木造 △１学級 木造 △１学級 木造
４学級 → ３学級 → ２学級

金木 △１学級 金木 金木
２学級 → １学級 １学級

鰺ヶ沢 △１学級 鰺ヶ沢 鰺ヶ沢
２学級 → １学級 １学級

板柳 △１学級 板柳 板柳
２学級 → １学級 １学級

鶴田 △１学級 鶴田 鶴田
２学級 → １学級 １学級

△６学級 △２学級

小計 ２５学級 → １９学級 → １７学級

深浦校舎 深浦校舎 深浦校舎
１学級 １学級 １学級

中里 中里 中里
１学級 １学級 １学級

△６学級 △２学級

合計 ２７学級 → ２１学級 → １９学級

※１

重点校　五所川原高校

拠点校　五所川原農林高校
地域校　木造高校深浦校舎、中里高校

※２

地域校

連携校

重点校

拠点校

　重点校等の試案で示した西北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画
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（西北意見２）金木高校、板柳高校、鶴田高校を統合して新設校を配置 

  ○ 新設校の学校規模については、「学校規模の標準」を踏まえ、４学級と

仮定する。 

 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

五所川原 五所川原 五所川原
５学級 ５学級 ５学級

五所川原農林 五所川原農林 五所川原農林
４学級 ４学級 ４学級

金木
２学級

板柳 △２学級

２学級 →

鶴田
２学級 ４学級 △２学級 ○学級

→
木造 木造 木造

４学級 ○学級 ○学級

鰺ヶ沢 △４学級 鰺ヶ沢 鰺ヶ沢
２学級 → ○学級 ○学級

五所川原工業 五所川原工業 五所川原工業
４学級 ○学級 ○学級

△６学級 △２学級

小計 ２５学級 → １９学級 → １７学級

深浦校舎 深浦校舎 深浦校舎
１学級 １学級 １学級

中里 中里 中里
１学級 １学級 １学級

△６学級 △２学級

合計 ２７学級 → ２１学級 → １９学級

※１

重点校　五所川原高校
拠点校　五所川原農林高校
地域校　木造高校深浦校舎、中里高校

※２

地域校

連携校

新設校 新設校

重点校

拠点校

　重点校等の試案で示した西北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画
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（西北意見３）五所川原農林高校と五所川原工業高校を統合して新設校を配置 

  ○ 新設校の学校規模については、農業科の拠点校として農業科で４学級

を維持する。 

 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

五所川原 五所川原 五所川原
５学級 ５学級 ５学級

五所川原農林 新設校 新設校
４学級 農業４学級 農業４学級

五所川原工業
４学級 (４＋○)学級 (４＋○)学級

木造 木造 木造

４学級 ○学級 ○学級

鰺ヶ沢 鰺ヶ沢 鰺ヶ沢

２学級 △６学級 ○学級 △２学級 ○学級
→ →

金木 金木 金木

２学級 ○学級 ○学級

板柳 板柳 板柳
２学級 ○学級 ○学級

鶴田 鶴田 鶴田
２学級 ○学級 ○学級

△６学級 △２学級

小計 ２５学級 → １９学級 → １７学級

深浦校舎 深浦校舎 深浦校舎
１学級 １学級 １学級

中里 中里 中里
１学級 １学級 １学級

△６学級 △２学級

合計 ２７学級 → ２１学級 → １９学級

※１

重点校　五所川原高校

拠点校　五所川原農林高校
地域校　木造高校深浦校舎、中里高校

※２

地域校

重点校

拠点校

連携校

工業○学級 工業○学級

青森県立高等学校教育改革推進計画

　重点校等の試案で示した西北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第１期実施計画 第２期実施計画
第３次実施計画
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（西北意見４）第１期実施計画期間中は金木高校、鰺ヶ沢高校、板柳高校、鶴

田高校を１学級規模で残したうえで、第２期実施計画期間で統合

し４学級規模の新設校を配置 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

五所川原 五所川原 五所川原
５学級 ５学級 ５学級

五所川原農林 五所川原農林 五所川原農林
４学級 ４学級 ４学級

五所川原工業 △１学級 五所川原工業 △１学級 五所川原工業
４学級 → ３学級 → ２学級

木造 △１学級 木造 △１学級 木造
４学級 → ３学級 → ２学級

金木 △１学級 金木
２学級 → １学級

鰺ヶ沢 △１学級 鰺ヶ沢
２学級 → １学級

板柳 △１学級 板柳
２学級 → １学級

鶴田 △１学級 鶴田
２学級 → １学級 ４学級

△６学級 △２学級

小計 ２５学級 → １９学級 → １７学級

深浦校舎 深浦校舎 深浦校舎
１学級 １学級 １学級

中里 中里 中里
１学級 １学級 １学級

△６学級 △２学級

合計 ２７学級 → ２１学級 → １９学級

※１

重点校　五所川原高校
拠点校　五所川原農林高校
地域校　木造高校深浦校舎、中里高校

※２

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

地域校

新設校

連携校

重点校

拠点校

→

　重点校等の試案で示した西北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。
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３ 中南地区 

（中南意見１）全ての学校を残す 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

弘前 弘前 弘前
６学級 ６学級 ６学級

弘前工業 弘前工業 弘前工業
７学級 ○学級 ○学級

弘前中央 弘前中央 弘前中央
６学級 ○学級 ○学級

弘前南 弘前南 弘前南
６学級 ○学級 ○学級

黒石 黒石 黒石
普通科３学級 普通科○学級 普通科○学級
看護科１学級 看護科○学級 看護科○学級

４学級 ○学級 ○学級
△５学級 △４学級

柏木農業 → 柏木農業 → 柏木農業
４学級 ○学級 ○学級

弘前実業 弘前実業 弘前実業
農業科１学級 農業科○学級 農業科○学級
商業科３学級 商業科○学級 商業科○学級
家庭科２学級 家庭科○学級 家庭科○学級
スポ科１学級 スポ科○学級 スポ科○学級

７学級 ○学級 ○学級

黒石商業 黒石商業 黒石商業
４学級 ○学級 ○学級

△５学級 △４学級

合計 ４４学級 → ３９学級 → ３５学級

※１

重点校　弘前高校
拠点校　弘前工業高校
地域校　なし

※２

重点校

拠点校

連携校

　重点校等の試案で示した中南地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画
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（中南意見２）中南地区に農業科、工業科、商業科の拠点校を配置 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

弘前 弘前 弘前
６学級 ６学級 ６学級

柏木農業 柏木農業 柏木農業
４学級 ４学級 ４学級

黒石商業 黒石商業 黒石商業
４学級 ４学級 ４学級

弘前工業 弘前工業 弘前工業
７学級 ○学級 ○学級

弘前中央 弘前中央 弘前中央
６学級 ○学級 ○学級

弘前南 弘前南 弘前南
６学級 △５学級 ○学級 △４学級 ○学級

→ →
黒石 黒石 黒石

普通科３学級 普通科○学級 普通科○学級
看護科１学級 看護科○学級 看護科○学級

４学級 ○学級 ○学級

弘前実業 弘前実業 弘前実業
農業科１学級 農業科○学級 農業科○学級
商業科３学級 商業科○学級 商業科○学級
家庭科２学級 家庭科○学級 家庭科○学級
スポ科１学級 スポ科○学級 スポ科○学級

７学級 ○学級 ○学級

△５学級 △４学級

合計 ４４学級 → ３９学級 → ３５学級

※１

重点校　弘前高校
拠点校　弘前工業高校
地域校　なし

※２

重点校

拠点校

連携校

　重点校等の試案で示した中南地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画



8 
 

（中南意見３）黒石高校と黒石商業高校を統合して新設校を配置 

  ○ 新設校の学校規模については、「学校規模の標準」である４学級以上を

確保するとともに、中学校卒業者数の状況を踏まえ、５学級と仮定する。 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

弘前 弘前 弘前
６学級 ６学級 ６学級

弘前工業 弘前工業 弘前工業
７学級 ○学級 ○学級

弘前中央 弘前中央 弘前中央
６学級 ○学級 ○学級

弘前南 弘前南 弘前南
６学級 △２学級 ○学級 ○学級

→
柏木農業 柏木農業 柏木農業
４学級 ○学級 ○学級

△４学級

弘前実業 弘前実業 → 弘前実業
農業科１学級 農業科○学級 農業科○学級
商業科３学級 商業科○学級 商業科○学級
家庭科２学級 家庭科○学級 家庭科○学級
スポ科１学級 スポ科○学級 スポ科○学級

７学級 ○学級 ○学級

黒石 新設校 新設校
普通科３学級 普通科３学級 普通科○学級
看護科１学級

４学級 △３学級 看護科１学級 看護科○学級

→
黒石商業 商業科１学級 商業科○学級
４学級 ５学級 ○学級

△５学級 △４学級

合計 ４４学級 → ３９学級 → ３５学級

※１

重点校　弘前高校
拠点校　弘前工業高校
地域校　なし

※２

重点校

拠点校

連携校

　重点校等の試案で示した中南地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画
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４ 上北地区 

（上北意見１）全ての学校を残す 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

三本木 三本木 三本木

６学級 ６学級 ６学級

三本木農業 △１学級 三本木農業 三本木農業
５学級 → ４学級 ４学級

十和田西 △１学級 十和田西 十和田西
２学級 → １学級 １学級

六戸 △１学級 六戸 六戸
２学級 → １学級 １学級

三沢 △１学級 三沢 三沢

６学級 → ５学級 ○学級

野辺地 △１学級 野辺地 野辺地

３学級 → ２学級 ○学級

七戸 △１学級 七戸 七戸

４学級 → ３学級 △２学級 ○学級
→

百石 △１学級 百石 百石
４学級 → ３学級 ○学級

十和田工業 △１学級 十和田工業 十和田工業
５学級 → ４学級 ○学級

三沢商業 △１学級 三沢商業 三沢商業
４学級 → ３学級 ○学級

△９学級 △２学級

小計 ４１学級 → ３２学級 → ３０学級

六ヶ所 六ヶ所 六ヶ所

２学級 ２学級 ２学級

△９学級 △２学級

合計 ４３学級 → ３４学級 → ３２学級

※１

重点校　三本木高校

拠点校　三本木農業高校
地域校　六ヶ所高校

※２

　重点校等の試案で示した上北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

地域校

重点校

連携校

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

拠点校
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（上北意見２）上北地区の重点校を三本木高校、三沢高校とし、農業科、工業

科、商業科の拠点校を配置 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

三本木 三本木 三本木
６学級 ６学級 ６学級

三沢 三沢 三沢
６学級 ６学級 ６学級

三沢商業 三沢商業 三沢商業
４学級 ４学級 ４学級

三本木農業 三本木農業 三本木農業
５学級 ○学級 ○学級

十和田工業 十和田工業 十和田工業
５学級 ○学級 ○学級

十和田西 十和田西 十和田西
２学級 ○学級 ○学級

野辺地 △９学級 野辺地 △２学級 野辺地
３学級 → ○学級 → ○学級

七戸 七戸 七戸
４学級 ○学級 ○学級

六戸 六戸 六戸
２学級 ○学級 ○学級

百石 百石 百石
４学級 ○学級 ○学級

△９学級 △２学級

小計 ４１学級 → ３２学級 → ３０学級

六ヶ所 六ヶ所 六ヶ所
２学級 ２学級 ２学級

△９学級 △２学級

合計 ４３学級 → ３４学級 → ３２学級

※１

重点校　三本木高校
拠点校　三本木農業高校
地域校　六ヶ所高校

※２

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

重点校

連携校

　重点校等の試案で示した上北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

地域校

拠点校
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５ 下北地区 

（下北意見１）全ての学校を残す 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

田名部 田名部 田名部

５学級 ５学級 ５学級

大湊 大湊 大湊

５学級 △３学級 ○学級 △１学級 ○学級

→ →
むつ工業 むつ工業 むつ工業

４学級 ○学級 ○学級

川内校舎 川内校舎 川内校舎

１学級 １学級 １学級

△３学級 △１学級

小計 １５学級 → １２学級 → １１学級

大間 大間 大間

２学級 ２学級 ２学級

△３学級 △１学級

合計 １７学級 → １４学級 → １３学級

※１

重点校　田名部高校

拠点校　なし

地域校　大間高校

※２

　重点校等の試案で示した下北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

地域校

重点校

連携校

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画



12 
 

（下北意見２）下北地区に工業科の拠点校を配置 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

田名部 田名部 田名部

５学級 ５学級 ５学級

むつ工業 むつ工業 むつ工業

４学級 ４学級 ４学級

大湊 大湊 大湊

５学級 △３学級 ○学級 △１学級 ○学級

→ →
川内校舎 川内校舎 川内校舎

１学級 ○学級 ○学級

△３学級 △１学級

小計 １５学級 → １２学級 → １１学級

大間 大間 大間

２学級 ２学級 ２学級

△３学級 △１学級

合計 １７学級 → １４学級 → １３学級

※１

重点校　田名部高校

拠点校　なし

地域校　大間高校

※２

　重点校等の試案で示した下北地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

重点校

連携校

地域校

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

拠点校
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６ 三八地区 

（三八意見１）全ての学校を残す 

 

  

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

八戸 八戸 八戸
６学級 ６学級 ６学級

八戸工業 八戸工業 八戸工業
７学級 ○学級 ○学級

八戸東 八戸東 八戸東
６学級 ○学級 ○学級

八戸北 八戸北 八戸北
６学級 ○学級 ○学級

八戸西 八戸西 八戸西
５学級 △４学級 ○学級 ○学級

→
五戸 五戸 △２学級 五戸
２学級 ○学級 → ○学級

三戸 三戸 三戸
２学級 ○学級 ○学級

名久井農業 名久井農業 名久井農業
３学級 ○学級 ○学級

八戸水産 八戸水産 八戸水産
３学級 ○学級 ○学級

八戸商業 △１学級 八戸商業 八戸商業
４学級 → ３学級 ○学級

△５学級 △２学級

小計 ４４学級 → ３９学級 → ３７学級

田子 田子 田子
１学級 １学級 １学級

△５学級 △２学級

合計 ４５学級 → ４０学級 → ３８学級

※１

重点校　八戸高校
拠点校　八戸工業高校
地域校　田子高校

※２

※３

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

　八戸商業高校は、第３次実施計画により、平成３０年度に１学
級減の予定である。

重点校

拠点校

地域校

連携校

　重点校等の試案で示した三八地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。
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（三八意見２）三八地区の重点校を八戸高校、八戸北高校として配置 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

八戸 八戸 八戸
６学級 ６学級 ６学級

八戸北 八戸北 八戸北
６学級 ６学級 ６学級

八戸工業 八戸工業 八戸工業
７学級 ○学級 ○学級

八戸東 八戸東 八戸東
６学級 ○学級 ○学級

八戸西 八戸西 八戸西
５学級 △４学級 ○学級 ○学級

→
五戸 五戸 △２学級 五戸

２学級 ○学級 → ○学級

三戸 三戸 三戸
２学級 ○学級 ○学級

名久井農業 名久井農業 名久井農業
３学級 ○学級 ○学級

八戸水産 八戸水産 八戸水産
３学級 ○学級 ○学級

八戸商業 △１学級 八戸商業 八戸商業
４学級 → ３学級 ○学級

△５学級 △２学級

小計 ４４学級 → ３９学級 → ３７学級

田子 田子 田子
１学級 １学級 １学級

△５学級 △２学級

合計 ４５学級 → ４０学級 → ３８学級

※１

重点校　八戸高校
拠点校　八戸工業高校
地域校　田子高校

※２

※３

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

　重点校等の試案で示した三八地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

　八戸商業高校は、第３次実施計画により、平成３０年度に１学
級減の予定である。

拠点校

地域校

重点校

連携校
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（三八意見３）三戸郡にも多様な学びのできる高校を配置 

○ 新設校の学校規模については、「学校規模の標準」である４学級以上を確保

するとともに、中学校卒業者数の状況を踏まえ、５学級と仮定する。 

 

Ｈ２９ Ｈ３４ Ｈ３９

八戸 八戸 八戸
６学級 ６学級 ６学級

八戸工業 八戸工業 八戸工業
７学級 ○学級 ○学級

八戸東 八戸東 八戸東
６学級 ○学級 ○学級

八戸北 △２学級 八戸北 八戸北
６学級 → ○学級 ○学級

八戸西 八戸西 八戸西
５学級 ○学級 ○学級

八戸水産 八戸水産 △２学級 八戸水産
３学級 ○学級 → ○学級

五戸
２学級 新設校 新設校

三戸 △２学級 普通科３学級 普通科○学級

２学級 →
農業科２学級 農業科○学級

名久井農業
３学級 ５学級 ○学級

八戸商業 △１学級 八戸商業 八戸商業
４学級 → ３学級 ○学級

△５学級 △２学級

小計 ４４学級 → ３９学級 → ３７学級

田子 田子 田子
１学級 １学級 １学級

△５学級 △２学級

合計 ４５学級 → ４０学級 → ３８学級

※１

重点校　八戸高校
拠点校　八戸工業高校
地域校　田子高校

※２

※３

第３次実施計画
青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

　重点校等の試案で示した三八地区の重点校、拠点校、地域校の
候補校は以下のとおりである。

　表中の点線は、当該シミュレーションにおいて、学級減の対象
となりうる学校を示したものである。

　八戸商業高校は、第３次実施計画により、平成３０年度に１学
級減の予定である。

重点校

拠点校

連携校

地域校


